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６月定例会の主な内容 

早期の目標設定で学力向上を図れほか一般質問者12人 

平成24年度政務調査費の報告 

なじょなったのあの提言は　視察・研修レポート 
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6
月
定
例
会

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
、
一
般
質
問

は　

人
の
議
員
が
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。 

12

内　容

（
会
期 
6
月　

日
〜　

日
）

11

14

６月定例会の審議内容

賛：反結 果条　　　例

17：0可決臨時職員の任期延長

17：0可決災害弔慰金の支給条例一部改正

賛：反結 果平成２５年度補正予算

17：0可決一般会計補正

17：0可決宮床財産区特別会計補正

17：0可決落合財産区特別会計補正

17：0可決下水道事業特別会計補正

賛：反結 果平成２４年度専決処分

17：0承認税条例の一部改正

17：0承認都市計画税条例の一部改正

17：0承認
国民健康保険税条例の一

部改正

17：0承認一般会計補正

17：0承認
国民健康保険事業勘定

特別会計補正

17：0承認
介護保険事業勘定

特別会計補正

※補正予算の概要は４ページに記載しています。

小野小学校

大大大大大大 和和和和和和 町町町町町町大 和 町
笹倉山から望む もみじケ丘・杜の丘地区
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６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
人
事

人
権
擁
護
委
員

【
審
議
結
果
】
適
任
（
賛
成　
 
反
対
０
）

17

　

再
任　
 
菊  
地 　
 
敬 　

氏 
（　

歳
）

き
く 

ち 

た
か
し

67落
合
報
恩
寺
字
上
ノ
山

　

人
権
相
談
や
人
権
思
想
の
普
及
・
啓
発
な
ど
を
行
い

ま
す
。

選
挙
管
理
委
員

【
審
議
結
果
】
指
名
推
薦
（
賛
成　
 
反
対
０
）

17

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
委
員
の
選
挙
を
行
い
、
次
の
委

員
が
当
選
し
ま
し
た
。
補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
、
順
位
に
し
た
が
い
繰
り
上
が
り
ま
す
。

【
委
員
】

　

菅
原　
　

隆　

氏
（　

歳
）
小
野
字
堂
ノ
前

76

　

只
木　

茂
子　

氏
（　

歳
）
落
合
松
坂
字
柿
ノ
木

68

　

d
橋　

榮
次　

氏
（　

歳
）
吉
岡
字
館
下

71

　

碓
井　

忠
郎　

氏
（　

歳
）
吉
田
字
上
童
子
沢

69

【
補
充
員
】

１
位

　

荒
木　

淳
子　

氏
（　

歳
）
鶴
巣
大
平
字
櫨
崎

53

２
位

　

高
橋
え
く
子　

氏
（　

歳
）
吉
岡
南
二
丁
目

63

３
位

　

伊
藤
登
美
子　

氏
（　

歳
）
吉
田
字
田
ノ
神

75

４
位

　

渋
谷　

久
一　

氏
（　

歳
）
落
合
相
川
字
熊
野

63

躍躍躍躍躍躍 進進進進進進 すすすすすす るるるるるる躍 進 す る



4
たいわ町議会だより　2013.8.1

補正予算の 

概要 
総務費 

衛生費 

もみじケ丘・杜の丘地区の (仮称)南部コミセン設置の調査費 546万円 

麻しん・風しん混合ワクチン助成費 200万円 

教育費 

学力向上のための学び支援 コーディネータ配置など他１件 546万円 

農林費 

東日本大震
災農業生産

対策事業に
よる 

ライスセン
タ建設事業

補助金 

7686万円 

民生費 

もみじケ
丘保育所

増築工事
費 

3710万円
 

※補正予算とは、当初予算成立後に発生した事由に
よって当初予算通りの執行が困難になった時に、本
予算の内容を変更するよう組まれた予算のことです。
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※議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

１人60分の制限時間。議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。本会議場での傍聴をお待ちしています。

ページ質　問　事　項質　問　者

6
１．早期の目標設定で学力向上を
２．女性職員の職場環境は万全か
３．生活保護受給者への指導は

千坂　裕春

7
１．風しんワクチン接種に助成を
２．フッ素うがいで虫歯予防
３．公園トイレの整備について

堀籠日出子

8
１．総合運動公園グラウンドの整備を
２．登山口にトイレ設置を
３．ＳＮＳで町民の行政参加を

浅野　俊彦

9１．夏休み中の児童館体制は槻田　雅之

10
１．本人通知制度の導入を
２．高齢者守るキーホルダー

伊藤　　勝

11
１．仮称・南部コミセン設置促進を
２．いじめ問題の対応方策は

今野　善行

12１．武道館周辺に駐車場を松浦　隆夫

13１．県外自治体と連携強化を渡辺　良雄

14
１．コストの削減に民間活用を
２．無線ネットワークの構築を

w平　聡雄

15
１．メディカルメガバンク対応は
２．米軍演習の安全対策は

藤巻　博史

16１．教育委員会制度の現状は松川　利充

17１．大規模災害の応援協定を進めよ平渡　w志



一

般

質

問

6
たいわ町議会だより　2013.8.1

議
員　

高
校
入
試
は
、
早
期
に

目
標
を
定
め
、
準
備
さ
せ
て
は
。

教
育
長　

前
期
日
程
は
、
１
・

２
年
と
３
年
の　

月
ま
で
の
成

12

績
を
選
考
の
対
象
と
す
る
学
校

が
あ
る
。
各
学
年
で
の
計
画
的

な
進
路
指
導
を
行
う
体
制
を
整

え
る
。
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

は
日
々
の
努
力
の
励
み
に
な
り

大
切
と
思
う
。

議
員　

努
力
す
れ
ば
、
ど
ん
な

夢
で
も
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
指
導
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

県
は「
み
や
ぎ
の
志
教

育
」の
推
進
を
あ
げ「
人
や
社
会

と
か
か
わ
る
中
で
社
会
性
や
勤

労
観
を
養
い
、よ
り
よ
い
生
き
方

を
主
体
的
に
探
求
す
る
」こ
と
を

促
す
教
育
を
進
め
て
い
る
。ど
の

よ
う
な
教
育
を
行
え
ば
、夢
を
も

た
せ
、志
を
高
め
て
い
け
る
か
検

討
し
実
践
し
て
い
る
。

夢は大きく

女
性
職
員
の
職
場
環
境
は
万
全
か

　

町
長　

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る

 千 　 坂 　 裕 　 春 　議員
ち さか やす はる

早期の目標設定を

教育長　大切なことと思う

議
員　

職
員
の
セ
ク
ハ
ラ
・
ス

ト
ー
カ
ー
・
付
き
ま
と
い
の
報

告
は
あ
る
の
か
。

町
長　

報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

報
告
が
あ
っ
た
場
合
、
懲
戒
処

分
の
対
象
と
な
り
、
調
査
を
行

い
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
す
る
。

議
員　

相
談
・
報
告
で
き
る
窓

口
は
あ
る
の
か
。

町
長　

各
課
の
課
長
な
ど
に
相

談
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
人

事
評
価
の
個
人
面
談
時
に
相
談

体
制
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
長
や
副
町
長
な
ど
へ
メ
ー
ル

で
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

議
員　

課
長
は
専
門
の
研
修
を

受
け
て
い
る
の
か
。

町
長　

特
に
受
け
て
い
な
い
。

議
員　

相
談
・
報
告
を
し
た
職

員
の
保
護
は
。

町
長　

事
実
確
認
を
行
い
、
本

人
に
危
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る

時
は
、
警
察
署
と
連
絡
を
と
り
、

安
全
確
保
を
図
る
。
女
性
職
員

に
限
ら
ず
、
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

議
員　

兵
庫
県
小
野
市
で
生
活

保
護
受
給
者
の
パ
チ
ン
コ
や
遊

興
費
を
禁
止
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
た
。
本
町
の
対
象
者
に
対

す
る
指
導
は
。

町
長　

生
活
保
護
の
決
定
機
関

は
、仙
台
保
健
事
務
所
で
本
町
は
、

補
助
機
関
と
し
て
要
保
護
者
の

発
見
、被
保
護
者
の
変
動
状
況
の

報
告
、要
保
護
者
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
て
い
る
。定
期
的
な
家
庭

訪
問
、現
金
支
給
者
に
は
支
給
時

に
不
適
切
な
費
消
に
関
し
、聴
取

を
行
い
、法
の
趣
旨
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
の
指
導
は

町
長　

法
の
趣
旨
を
説
明
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 堀 　 籠 　 日  出  子 　議員
ほり ごめ ひ で こ

議
員　

学
校
検
診
で
最
も
多
い

の
が
虫
歯
で
あ
る
。
給
食
後
に

歯
磨
き
と
フ
ッ
素
う
が
い
で
虫

歯
予
防
と
虫
歯
の
抑
制
効
果
が

あ
る
と
の
デ
ー
タ
が
で
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
虫
歯
の
り
患
状
況

は
。

教
育
長　

小
学
生
６
１
２
人
で

　

％
、
中
学
生
は
３
３
７
人
で

39
　

％
が
虫
歯
と
診
断
さ
れ
て
お

46り
、
治
療
を
行
っ
た
の
は
半
数

に
と
ど
ま
る
。

議
員　

予
防
の
取
り
組
み
と

フ
ッ
素
う
が
い
は
。

教
育
長　

学
級
活
動
時
間
に
虫

歯
の
仕
組
み
、
正
し
い
歯
磨
き

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

フ
ッ
素
う
が
い
は
、
保
護
者
の

理
解
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
。

議
員　

南
川
ダ
ム
周
辺
は
年
間

　

万
人
前
後
の
利
用
者
が
あ
る
。

25し
か
し
、
周
辺
ト
イ
レ
は
段
差

が
あ
り
車
イ
ス
で
の
利
用
が
困

難
で
あ
る
。
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の

な
い
公
園
は
利
用
状
況
を
把
握

し
対
応
す
る
。

障
が
い
者
に
優
し
い

公
園
ト
イ
レ
を

町
長　

状
況
を
把
握
し
対
応

議
員　
　

代
か
ら　

代
を
中
心

20

40

に
風
し
ん
感
染
が
拡
大
し
て
お

り
、
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
と
い
う
障

が
い
児
が
生
ま
れ
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
。
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
し
感
染
予
防
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長　

妊
婦
と
胎
児
を
守
る
観

点
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
要

と
考
え
る
。
条
件
を
定
め
実
施
。

議
員　

対
象
者
お
よ
び
実
施
時

期
と
助
成
額
は
。

町
長　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

19

49

妊
娠
予
定
者
。
ま
た
は
、
希
望

す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者
お
よ

び
妊
婦
の
配
偶
者
。

フッ素うがいで虫歯予防

教育長　保護者の理解が必要

　

期
間
は
、
平
成　

年
4
月
1

25

日
か
ら
平
成　

年
3
月　

日
ま

26

31

で
。
助
成
額
は
上
限
１
万
円
と

す
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

　

町
長　

助
成
す
る

一
口
メ
モ

風
し
ん
と
は

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
種
。
一

般
に
日
本
で
は
三
日
は
し
か
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

歯を大切に
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議
員　

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
想
定
し
て
い
る
競
技
は
。

町
長　

少
年
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
想
定
し
て
お
り
、
昨
年
は
少

年
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
大
会
で
９

６
７
０
人
が
利
用
し
て
い
る
。

議
員　

グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
者
増

加
は
必
要
か
。

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
々
が

運
動
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

感
動
を
共
有
し
絆
を
深
め
、
健

康
増
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

人
格
形
成
に
効
果
が
期
待
さ
れ
、

増
加
を
期
待
す
る
。

議
員　

デ
コ
ボ
コ
が
あ
り
、
柵

も
照
明
も
な
く
危
険
と
の
指
摘

も
あ
る
。
長
期
的
な
整
備
計
画

の
立
案
、
実
行
が
利
用
者
増
加

の
方
策
と
考
え
る
が
。

町
長　

整
備
計
画
の
必
要
性
を

含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

笹倉山の山開き

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
町
民
の
行
政
参
加
を

　

町
長　

種
々
研
究
し
て
い
き
た
い

 浅 　
あさ

 野 　
の

 俊 　
とし

 彦 　議員
ひこ

総合グラウンドの整備を

町長　整備計画を検討する

議
員　

ツ
イ
ッ
タ
導
入
の
成
果
と

今
後
の
課
題
は
。

町
長　

震
災
時
の
回
線
故
障
に
よ

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
代
わ
る
情

報
提
供
の
手
段
に
導
入
し
、
現
在

は
災
害
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
、
観
光

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
課
題
は

利
用
者
が
一
部
で
あ
る
事
、
古
い

情
報
が
最
新
情
報
の
よ
う
に
流
れ

て
し
ま
う
事
な
ど
整
理
が
必
要
と

考
え
る
。

議
員　

利
点
は
一
方
向
か
ら
の
情

報
提
供
で
は
な
く
、
双
方
向
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
点
で

あ
り
、
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
以
上
に

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
町
民
の

行
政
参
加
を
促
す
有
効
な
手
段
と

考
え
る
が
。

町
長　

米
国
の
実
例
で
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
の
発
見
・
監
視
、
被
害
状
況

の
把
握
、
救
命
活
動
に
活
用
す
る

事
例
も
あ
り
、
日
本
で
は
千
葉
市

が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

導
入
検
討
す
べ
き
で
は
。

町
長　

今
後
、
行
政
へ
の
町
民
参

画
の
手
段
や
方
法
を
種
々
研
究
し

て
い
き
た
い
。

議
員　

本
町
の
観
光
資
源
は
。

町
長　

七
ツ
森
を
は
じ
め
、
館

跡
や
遺
跡
、
原
阿
佐
緒
記
念
館

や
旧
宮
床
伊
達
住
宅
の
他
、
受

け
継
が
れ
る
文
化
財
や
伝
統
芸

能
な
ど
が
あ
る
。

議
員　

信
楽
寺
前
や
笹
倉
山
の

駐
車
場
は
登
山
客
の
車
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
登
山
客
か
ら
ト

イ
レ
と
手
洗
い
場
設
置
の
声
が

多
い
が
。

町
長　

既
存
施
設
の
環
境
整
備

と
合
わ
せ
、
研
究
す
る
。

登
山
口
に
ト
イ
レ
設
置
を

町
長　

施
設
整
備
と
合
わ
せ
研
究

一
口
メ
モ

S
N
S
と
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
称
で
、社

会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
構
築
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

し
ん
ぎ
ょ
う
じ
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 槻 　 田 　 雅 　 之 　議員
つき た まさ ゆき

議
員　

も
み
じ
ケ
丘
・
杜
の
丘

の
よ
う
な
新
興
住
宅
地
で
は
共

稼
ぎ
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
大

半
が
核
家
族
の
た
め
児
童
館
を

利
用
す
る
世
帯
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
児
童
ク
ラ
ブ
・
臨
時
預

か
り
、
自
由
来
館
の
形
態
で
子

ど
も
が
児
童
館
を
利
用
し
て
い

る
。
夏
休
み
は
平
常
時
よ
り
利

用
人
数
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

夏
休
み
期
間
中
の
児
童
館
の
体

制
は
万
全
か
。

町
長　

も
み
じ
ケ
丘
児
童
館
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
受
入
定
員

は　

人
。
申
込
者
の
増
加
に
対

70
応
し
て
、
小
野
小
学
校
に
分
室

を
開
設
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
。

昨
年
８
月
の
実
績
が
一
日
平
均

　

人
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
限
れ
ば

62
　

人
で
あ
る
。

35
　

地
域
児
童
数
は
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
、
対
応
可
能
な
人
数

で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
館
長
を

含
め
て
６
人
に
加
え
、
夏
休
み

期
間
中
は
学
習
支
援
員
２
人
が

午
前
か
ら
児
童
館
勤
務
と
な
り
、

計
８
人
体
制
で
指
導
す
る
。

　

利
用
時
間
は
、「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

よ
り
運
営
し
、
今
年
度
は
８
時

　

分
の
開
所
を
予
定
し
て
い
る
。

30

夏
休
み
中
の
児
童
館
体
制
は

　

町
長　

８
人
体
制
で
対
応
す
る

夏休みも万全（もみじケ丘児童館）

一
口
メ
モ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
「
生

活
の
場
」
と
し
て
い
る
児
童
の

健
全
育
成
を
図
り
、
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
る
。
長
期
休

業
期
間
な
ど
は
保
護
者
の
就
業

実
態
を
ふ
ま
え
て
８
時
間
以
上

開
所
す
る
と
規
定
。
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議
員　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の

写
し
を
第
三
者
に
交
付
し
た
際

に
、
自
治
体
が
本
人
に
通
知
す

る
「
本
人
通
知
制
度
」
の
導
入

が
各
自
治
体
で
進
ん
で
い
る
。

こ
の
制
度
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の

不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る

個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
本
町
で
も
取

り
入
れ
て
は
。

町
長　

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
は
、「
事
前
登
録
型

本
人
通
知
」
で
あ
り
、
事
前
に

市
町
村
に
登
録
し
た
者
に
限
り
、

通
知
す
る
。

　

制
度
導
入
の
目
的
は
戸
籍
法

や
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に

よ
り
第
三
者
が
取
得
す
る
戸
籍

謄
本
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

不
正
取
得
が
後
を
絶
た
な
い
た

め
、
不
正
取
得
を
抑
制
す
る
新

た
な
方
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
て

 伊 　 藤 　　 勝 　議員
い とう まさる

本人通知制度の導入を

 町長　国・県の動向を見極めて

頼れる行政機関

い
る
。

　

国
、
県
の
動
向
を
見
極
め
て
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
情

報
を
収
集
し
、
制
度
導
入
の
推

移
を
見
守
る
。

高
齢
者
守
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　

町
長　

関
係
機
関
と
連
携
強
化
を

議
員　

熊
本
県
人
吉
市
が　

歳
65

以
上
の
高
齢
者
に
、
記
載
番
号

か
ら
即
座
に
身
元
を
割
り
出
せ

る
「
ひ
と
よ
し
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
」
を
配
布
し
て
い
る
。

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
ケ
ー
ス
に

市
役
所
の
電
話
番
号
を
記
入
し

た
紙
片
を
入
れ
て
バ
ッ
ク
や
杖

な
ど
に
装
着
し
て
お
け
ば
、
道

に
迷
っ
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た

り
し
た
時
に
発
見
者
が
市
役
所

に
連
絡
、
身
元
が
判
明
す
る
仕

組
み
だ
。
高
齢
者
が
住
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て

は
。

町
長　

お
年
寄
り
を
事
件
事
故

な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
、
町
、

大
和
警
察
署
、
仙
台
保
健
事
務

所
、
黒
川
消
防
本
部
が
連
携
し
、

発
見
保
護
に
努
め
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
安

全
を
見
守
る
た
め
に
関
係
機
関

と
連
携
を
強
化
し
、
地
域
全
体

で
支
え
た
い
。

連携
強化
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 今 　
こん

 野 　
の

 善 　
よし

 行 　議員
ゆき

仮
称
・
南
部
コ
ミ
セ
ン
設
置
を

　

町
長　

複
合
施
設
と
し
て
検
討
す
る

議
員　

平
成　

年
３
月
定
例
会

２４

で
「
杜
の
丘
地
区
内
へ
の
公
民

館
並
び
に
防
災
セ
ン
タ
建
設
に

関
す
る
請
願
書
」
が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況

と
要
望
・
要
請
に
応
え
る
複
合

施
設
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　

地
区
の
全
世
帯
お
よ
び

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
意
向

を
踏
ま
え
保
育
所
・
児
童
館
、

防
災
拠
点
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
場
な
ど
複
合
的
な
施
設
の

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

保
育
所
・
児
童
館
の
不

足
へ
の
対
応
は
。

町
長　

当
面
プ
レ
ハ
ブ
で
の
増

設
を
行
う
が
、
今
後
も
増
加
し

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
新

保
育
所
の
設
置
は
、
民
設
民
営

方
式
を
基
本
に
早
急
な
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

議
員　

一
般
財
源
の
軽
減
を
図

り
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
な

ど
の
補
助
事
業
の
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
調

査
費
の
予
算
措
置
を
講
じ
具
体

化
に
向
け
対
応
す
べ
き
で
は
。

町
長　

基
本
計
画
（
案
）
策
定

の
業
務
委
託
料
、
測
量
費
用
な

ど
の
関
係
予
算
を
本
定
例
会
で

補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
。

むかし遊びで心にゆとりを

議
員　

単
純
な
暴
力
だ
け
で
な

く
、
物
を
隠
す
、
無
視
な
ど
「
心

に
対
す
る
い
じ
め
」
も
あ
り
、

水
面
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
教
師
や
周
囲
が
気
づ
か
な

い
う
ち
に
重
大
な
局
面
に
追
い

込
む
な
ど
深
刻
な
事
態
に
な
り

う
る
。
表
に
出
る
「
い
じ
め
問

題
」
は
氷
山
の
一
角
と
も
言
え

る
と
思
う
が
、
現
状
は
。

教
育
長　

平
成　

年
度
中
に
数

２４

件
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
解
決

し
て
い
る
。

議
員　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

策
は
。

教
育
長　

各
学
校
で
定
期
的
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
い

る
。
調
査
結
果
は
、
各
学
校
と

共
有
し
指
導
の
あ
り
方
な
ど
共

に
考
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。

議
員　

短
時
間
で
、
個
人
と
集

団
の
両
面
を
把
握
で
き
、
結
果

が
わ
か
り
や
す
く
、
児
童
生
徒

の
変
化
に
反
応
す
る
と
い
う

「
Ｑ
―
Ｕ
（
学
級
診
断
尺
度
調

査
）」
を
導
入
し
た
学
級
・
学
校

づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

は
。

教
育
長　

Ｑ
―
Ｕ
に
よ
る
学
級

経
営
も
効
果
的
な
手
法
の
一
つ

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
手
法
と
の
比
較
や
併

用
の
可
能
性
も
含
め
研
究
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
学
級
づ
く
り
、

人
間
関
係
づ
く
り
に
意
を
用
い

た
指
導
に
努
め
る
。

いじめ問題などの対応方策は

教育長　人間関係づくりが大切
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議
員　

今
年
４
月
、
役
場
跡
地

に
「
大
和
す
ぎ
の
こ
保
育
園
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ま
た
、
隣

接
す
る
消
防
団
の
消
防
自
動
車

の
車
庫
が
整
備
さ
れ
た
。
吉
岡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
お
よ
び

武
道
館
周
辺
の
駐
車
場
が
少
な

く
な
り
、
無
断
駐
車
や
路
上
駐

車
が
散
見
さ
れ
る
。
駐
車
場
と

し
て
確
保
し
て
い
る
場
所
と
駐

車
台
数
は
。
ま
た
、
武
道
館
利

用
者
の
駐
車
状
況
と
送
迎
状
況

は
。

町
長　

町
関
係
職
員
の
駐
車
場

は
、
旧
大
和
保
育
所
と
武
道
館

西
側
駐
車
場
を
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
岡
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ

ン
タ
南
側
駐
車
場
に
は
、
消
防

団
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
駐
車

場
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
予
定
し

て
い
る
。

　

武
道
館
関
係
者
は
、
日
曜
日

を
除
き
毎
日
使
用
し
て
お
り
、

昨
年
の
延
べ
利
用
者
数
は
１
万

３
４
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
武

道
館
西
側
の
駐
車
場
を
利
用
し

て
い
る
。

議
員　

周
辺
に
駐
車
場
確
保
の

計
画
は
。

町
長　

周
辺
の
土
地
利
用
状
況

か
ら
検
討
す
る
と
新
た
な
駐
車

場
の
確
保
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に
３
２

７
台
、
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
に

　

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

95大
き
な
催
し
の
場
合
は
こ
ち
ら

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 松 　 浦 　 隆 　 夫 　議員
まつ うら たか お

武道館周辺に駐車場を

町長　新たな確保はきびしい

駐車は武道館の西側に
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 渡 　 辺 　 良 　 雄 　議員
わた なべ よし お

議
員　

首
都
圏
直
下
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発

生
予
測
と
あ
い
ま
っ
て
、
国
や

各
都
道
府
県
の
自
治
体
で
は
、

自
治
体
同
士
の
相
互
支
援
体
制

の
確
立
な
ど
、
新
た
な
防
災
対

策
が
研
究
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
間
の
広
域
的
な
連
携
体

制
を
ど
の
よ
う
に
準
備
強
化
し

て
い
く
の
か
。

町
長　

協
定
を
県
内
２
市
６
町

１
村
で
締
結
し
て
い
る
。
以
前
、

県
外　

市
町
村
と
締
結
し
て
い

12

た
が
、
平
成
の
大
合
併
で
自
然

消
滅
し
た
。
現
在
県
外
自
治
体

と
協
定
は
結
ん
で
い
な
い
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
鹿
児
島

県
大
和
村
と
神
奈
川
県
大
和
市

か
ら
い
ち
早
く
義
援
金
や
支
援

を
受
け
て
い
る
。
県
外
自
治
体

へ
の
支
援
が
出
て
き
た
場
合
、

国
や
県
と
連
携
し
て
行
動
す
る

こ
と
に
な
る
。

議
員　

先
進
自
治
体
は
相
互
支

援
協
定
を
進
め
て
き
て
い
る
。

巨
大
災
害
時
、
県
内
の
自
治
体

の
応
援
協
定
は
被
害
自
治
体
同

士
と
な
り
有
効
性
が
期
待
で
き

な
い
。
遠
隔
地
の
自
治
体
と
の

協
定
が
有
効
と
思
わ
れ
る
。
仮

に
西
日
本
で
大
震
災
が
発
生
し

た
場
合
、
直
ち
に
応
援
に
駆
け

県
外
自
治
体
と
連
携
の
強
化
を

　

町
長　

今
後
の
検
討
課
題

3.11 災害支援（女川町）

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
具
体
的
な
自

治
体
と
の
協
定
締
結
と
交
流
に

よ
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

具
体
的
な
自
治
体
と
の

協
定
は
そ
の
選
定
が
難
し
い
。

し
か
し
、
連
携
を
深
め
て
い
く

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
の

で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。



一

般

質

問

14
たいわ町議会だより　2013.8.1

月
号
で
町
民
へ
周
知
す
る
と
と

も
に
区
長
会
や
納
税
組
合
長
研

修
会
な
ど
で
も
説
明
し
て
い
る
。

な
お
提
案
の
企
業
広
告
を
活
用

し
て
の
発
行
は
、
今
後
研
究
し

て
い
く
。

議
員　

広
報
予
算
を
民
間
企
業

と
の
連
携
で
削
減
す
る
こ
と
が

不
十
分
だ
。
広
告
代
理
店
を
活

用
し
企
画
制
作
、
ス
ポ
ン
サ
ー

獲
得
を
委
託
し
税
投
入
な
し
で

町
民
が
求
め
る
広
報
誌
作
成
を

実
現
す
べ
き
だ
。

　

広
報
誌
は
月
刊
誌
と
年
2
回

の
特
集
を
発
行
し
て
い
る
。
決

算
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
を
翌
年

度
の
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映

し
た
か
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

決
算
特
集
と
と
も
に
予
算
説
明

書
の
特
集
が
必
要
と
考
え
る
。

　

民
間
協
働
に
よ
る
町
費
負
担

ゼ
ロ
の
特
集
号
を
作
成
す
べ
き

で
は
。

町
長　

昨
年
の
広
告
収
入
は　
49

万
２
０
０
０
円
で
、
歳
入
確
保

を
一
層
進
め
て
い
く
。

　

予
算
書
の
特
集
は
行
っ
て
い

な
い
が
月
刊
誌
で
6
月
号
と　
12

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

　

町
長　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
課
題
あ
り

コストの削減に民間活用を

町長　広告収入の確保を一層進める

 d 
たか

　 平 　 聡 　 雄 　議員
ひら とし お

議
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
は
今

後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
で
あ

り
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
、
災
害
、

デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
す
で
に
多
く

の
自
治
体
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

職
員
用
端
末
の
入
れ
替
え
、
防
災

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
わ
せ
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
、
災
害
・

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
、

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
は
、

教
育
を
始
め
多
様
な
相
互
伝
達
手

段
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
置
き
忘
れ
、
情
報
漏
え

い
な
ど
に
対
す
る
対
策
が
課
題
で

あ
る
。
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
構

築
は
石
巻
市
で
全
国
初
の
シ
ス
テ

ム
が
7
月
に
稼
働
予
定
で
あ
り
、

色
麻
町
で
導
入
し
た
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ

と
比
較
し
、
先
進
事
例
を
研
究
し

て
い
く
。

先進例

一
口
メ
モ

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
と
は

無
線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

す
る
技
術
の
こ
と
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
と
は

液
晶
画
面
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を

搭
載
し
、
指
で
操
作
す
る
携
帯

情
報
端
末
の
総
称
。
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 藤 　 巻 　 博 　 史 　議員
ふじ まき ひろ し

メ
デ
ィ
カ
ル
メ
ガ
バ
ン
ク
対
応
は

　

町
長　

医
学
の
進
歩
を
願
う

議
員　

メ
デ
ィ
カ
ル
メ
ガ
バ
ン

ク
は
七
ヶ
浜
町
で
遺
伝
子
情
報

提
供
を
求
め
る
活
動
を
開
始
し

た
。
遺
伝
子
研
究
に
か
か
わ
る

法
制
度
が
未
整
備
の
も
と
で
は

情
報
の
提
供
を
す
べ
き
で
は
な

い
。

町
長　

メ
デ
ィ
カ
ル
メ
ガ
バ
ン

ク
機
構
が
目
指
す
未
来
型
医
療

は
、
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
に

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
取
り
組

む
主
な
事
業
は
、
①
医
療
情
報

と
ゲ
ノ
ム
情
報
（
ひ
と
り
一
人

の
体
質
）
を
組
み
合
わ
せ
た
複

合
バ
イ
オ
バ
ン
ク
の
構
築
、
②

地
域
医
療
支
援
体
制
の
構
築
、

③
高
度
専
門
人
材
の
育
成
に
分

け
ら
れ
、　

年
に
及
ぶ
事
業
期

10

間
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
克
服
さ

れ
、
医
学
が
進
歩
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

議
員　

王
城
寺
原
で
の
演
習
は

沖
縄
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い

る
か
。

町
長　

防
衛
に
関
す
る
問
題
は

国
が
担
っ
て
お
り
、
本
町
は
そ

の
推
移
を
見
守
る
立
場
に
あ
る
。

米
軍
移
転
訓
練
が
安
全
に
実
施

で
き
る
よ
う
協
力
体
制
を
つ
く

る
こ
と
で
あ
る
。

議
員　

演
習
の
中
身
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
体
制
は
。

町
長　

訓
練
の
内
容
を
直
接

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
は
な
い
。

防
衛
省
と
連
絡
を
緊
密
に
し
、

住
民
の
安
全
確
保
に
必
要
な
情

報
は
そ
の
都
度
公
開
を
求
め
る
。

議
員　

演
習
に
よ
る
山
火
事
の

防
止
体
制
は
。

町
長　

宮
城
県
お
よ
び
地
元
３

町
村
で
構
成
す
る
王
城
寺
原
演

習
場
対
策
協
議
会
で
、
演
習
場

内
の
出
火
対
策
の
申
し
入
れ
を

行
い
、
日
米
間
で
の
消
火
体
制

の
確
認
と
関
係
機
関
へ
の
速
や

か
な
連
絡
体
制
に
つ
い
て
回
答

が
あ
っ
た
。

安全対策の強化を

米軍演習の安全対策は
町長　防衛省と緊密に
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議
員　

教
育
委
員
会
の
あ
り
方

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
制
度
の
現
状

は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
は
、
教

育
基
本
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

設
置
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
（
５
人
の
委
員
）
は
合
議
制

で
あ
り
、
委
員
長
は
委
員
会
を

代
表
し
、
教
育
長
は
委
員
会
の

指
揮
監
督
の
も
と
に
事
務
を
つ

か
さ
ど
り
、
委
任
さ
れ
た
事
務

を
処
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員　

い
じ
め
な
ど
の
実
態
と

対
策
は
。

教
育
長　

い
じ
め
の
報
告
は
な

い
。
体
罰
は
４
件
で
、
す
べ
て

解
決
済
み
で
あ
る
。
未
然
防
止

を
最
大
の
努
力
点
と
す
る
。　

議
員　

学
力
・
体
力
お
よ
び
教

育
方
針
は
。

教
育
長　

体
力
は
、
２
０
１
２

年
度
県
内
で
中
学
２
年
生
男
子

が　

位
、
女
子　

位
、
小
学
５

23

27

年
生
男
子
が　

位
、
女
子　

位
。

41

32

県
の
分
析
結
果
を
確
認
し
て
学

校
の
取
組
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　

学
力
で
は
、
一
つ
の
小
学
校

で
は
全
て
の
教
科
で
全
国
平
均

を
超
え
て
い
た
。
次
第
に
学
力

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
中
学

校
で
は
全
国
平
均
に
及
ば
ず
、

更
な
る
努
力
を
し
て
い
く
。

　

教
育
方
針
は
、
や
さ
し
さ
と

た
く
ま
し
さ
を
備
え
、
生
き
る

力
を
育
む
教
育
の
推
進
。
活
力

と
学
び
と
心
の
ふ
れ
あ
う
環
境

づ
く
り
。
伝
統
文
化
の
継
承
と

芸
術
文
化
の
創
造
。
感
動
と
躍

進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
展
開
を
重

点
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
学
習
の
充
実
に

努
め
る
。
心
の
教
育
を
大
切
に

し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

教育委員会制度の現状は

教育長　合議制で運営している

 松 　 川 　 利 　 充 　議員
まつ かわ とし みつ

宮床中学校での体験入学
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 平 　
ひら

 渡 　
わたし

 d 
たか

　 志 　議員
し

大
規
模
災
害
の
応
援
協
定
を
進
め
よ

　

町
長　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

議
員　

３
・　

の
東
日
本
大
震

11

災
以
来
、
多
く
の
市
町
村
で
は

県
外
の
自
治
体
と
大
規
模
災
害

時
に
物
資
提
供
や
職
員
派
遣
な

ど
を
行
う
相
互
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
る
。

　

本
町
で
も
大
震
災
の
経
験
を

教
訓
に
他
県
の
市
町
村
や
大
手

ス
ー
パ
ー
な
ど
と
の
災
害
協
定

を
結
ぶ
べ
き
で
は
。

町
長　

県
内
町
村
と
の
応
援
協

定
は
あ
る
が
、
他
県
と
の
応
援

協
定
は
結
ん
で
い
な
い
。
現
在
、

山
形
県
村
山
総
合
支
庁
と
仙
台

地
方
振
興
事
務
所
管
内
の　

市
28

町
村
で
構
成
す
る
「
仙
山
交
流

連
携
促
進
会
議
」
で
防
災
面
で

大手スーパーとの協定を…

の
連
携
強
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

昨
年
度
は
郡
内
の
要
援
護
施

設
と
の
協
定
を
は
じ
め
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
製
造
の
レ
ン
ゴ
ー
株
式

会
社
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

今
年
度
は
黒
川
郡
４
町
村
と
J

A
あ
さ
ひ
な
と
の
間
で
物
資
の

供
給
協
力
に
関
す
る
災
害
協
定

を
締
結
し
、
災
害
時
に
食
料
・

燃
料
・
生
活
用
品
な
ど
の
物
資

調
達
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
ヨ
ー
ク
べ

ニ
マ
ル
・
ヤ
マ
ザ
ワ
・
西
友
な

ど
の
大
手
ス
ー
パ
ー
を
は
じ
め

多
く
の
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
企
業
と
の
災
害
協

定
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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報告
政
務
調
査
費
の
使
い
方

　

政
務
調
査
費
は
、
町
政
に
関
す
る
必
要
な
調
査
研
究
の

た
め
に
、
議
員
１
人
当
り
月
額
５
０
０
０
円
が
町
か
ら
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
に
交
付
さ
れ
た
政
務
調

24

査
費
収
支
報
告
書
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
全
議

員
中
１
人
の
議
員
が
交
付
を
辞
退
し
て
い
ま
す
の
で　

人
17

の
交
付
と
な
り
ま
し
た
。

収入内訳
支出総額議員名党派名

負担額交付額

 519  60,000  60,519 伊藤　　勝公明党  　　（１人）

 122,115  60,000  182,115 藤巻　博史日本共産党（１人）

 50,380  60,000  110,380 今野　善行

無所属（15人）

 12,760  60,000  72,760 浅野　俊彦

 17,037  60,000  77,037 千坂　裕春

 12,760  60,000  72,760 渡辺　良雄

 2,978  60,000  62,978 松浦　隆夫

―18,711  60,000  41,289 門間　浩宇

 12,760  60,000  72,760 槻田　雅之

 87,971  60,000  147,971 松川　利充

 2,819  60,000  62,819 平渡　W志

 8  60,000  60,008 堀籠　英雄

 151,348  60,000  211,348 W平　聡雄

 1,973  60,000  61,973 馬場　久雄

 12,760  60,000  72,760 中川　久男

 12,760  60,000  72,760 大崎　勝治

 37,760  60,000  97,760 堀籠日出子

 519,997  1,020,000  1,539,997 合計（17人）

町から交付を受けた政務調査費の支出総額は

1,001,289円です。

（交付額 1,020,000 円から返還額 18,711 円を差し引いた金額）

埼玉県飯能市・駿河台大学視察研修（H24/11/19 ～ 11/20）

⇒大学誘致の経緯やそれに伴うさまざまな社会効果、大学と地

域の連携について視察し、本町への導入を検討してきました。

熊本県玉名市・玉東町視察研修（H25/2/17 ～ 2/19）

⇒定住促進住宅やそれに伴う補助事業について視察し、

本町への定住促進について知識を深めました。

内訳の説明

調査研究費：視察研修のために使用した費用

資料購入費：図書を購入した費用

研　修　費：講演会、議員研修会に使用した費用

事　務　費：議員手帳などを購入した費用

広　報　費：議員活動広報印刷などに使用した費用

会　議　費：町民懇談会の資料などに使用した費用

月刊「地方議会人」防災、農業、経済、議会

改革などに関する図書を購入しました。

市町村議会議員特別セミナー

（H24/5/9 ～ 5/10）

市町村アカデミー

（H25/1/15 ～ 1/16）

⇒議員対象の研修に参加

事務費 33,827 円
　広報費 25,000 円
　　会議費 11,055 円

調査研究費
672,514 円

資料購入費
498,179 円

研修費
299,422 円

単位：円

※政務調査費は平成 25年度から「政務活動費」と

　改称し、使途を広げました。

平成25年度の会派・党派
氏　　　名代表者名会派名・党派名

堀籠　英雄門間　浩宇千坂　裕春平渡　W志鷹　山　会

伊藤　　勝公　明　党

藤巻　博史日本共産党

政治上の主義・主張を同じくする人々が結成したグループを会派といいます。上記に氏名のない議員は無所属となります。

よう ざん
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　議員が行う提言は、町政にどう反映されているのでしょうか。

これまでの質問の中から一部ピックアップし、その後の経過を

追跡してみました。

内　　　容月　日

たいわ町議会だより 176 号発行5.1

議会活性化調査特別委員会5.8

� 議会基本条例の策定

視察研修受入対応（P21 関連記事）5.15

広報常任委員会視察研修（P21 関連記事）5.21 ～ 22

総務常任委員会5.27

議会活性化調査特別委員会5.29

� 議会基本条例の策定

社会文教常任委員会5.31

産業建設常任委員会5.31

議会運営委員会6.4

６月定例会（一般質問７人）6.11

６月定例会（一般質問５人、議案説明）6.12

全員協議会

６月定例会（議案審議）6.14

全員協議会

� 議員報酬のあり方

議会活性化調査特別委員会

� 議会基本条例の中間報告

企業立地調査特別委員会

� 町内企業視察（7/9 の件）

広報常任委員会（議会広報紙面作成）6.24

社会文教常任委員会視察研修6.26 ～ 28

� 鳥取県南部町・島根県邑南町

広報常任委員会（議会広報紙面作成）7.2

産業建設常任委員会町内管理施設視察7.3 

広報常任委員会（議会広報紙面校正）7.8

町内企業視察（P20 関連記事）7.9 

産業建設常任委員会視察研修7.10 ～ 12

� 北海道上富良野町・池田町

広報常任委員会（議会広報紙面再校正）7.16

総務常任委員会視察研修7.17 ～ 19

� 広島県北広島町・岡山県矢掛町

県町村議会議員講座（総務常任委員会）7.24 

県町村議会議員講座（社会文教常任委員会）7.25

県町村議会議員講座（産業建設常任委員会）7.26 

■議会の動き■

早期対応を !! 

いまだに進まず いまだに進まず 
子育て支援住宅を造っては？ 

早期対応を !! 早期対応を 

�議員（H21年9月議会） 
　宮床・吉田・鶴巣・落合の少子化対策は。 

町 長 
新規の住宅団地開発は難しい。人口増加
の期待は出来ないが、地域への愛着をは
かり流出を防ぐ。 

②議員（H21年12月議会） 
　若者の定住を進めるため子育て支援住宅を造
　っては。 

町 長 
子どもたちが地域で成長しそのまますみ
続ける住環境・子育て整備に取り組む。 

�議員（H22年9月議会） 
　減少しつつある地区の人口増をはかるため、
　定住促進住宅を。　 

町 長 
歯止めとして有効な手段。 

�議員（H24年6月議会） 
　小学校が統廃合にならないよう過疎化対策に
　取り組め。 
　子育て支援住宅事業により従来地域の活性化
　を急げ。 

町 長 
子育て医療費助成事業で若者の定住化に取
り組む。 
実施事例や効果を調査研究している。 

⑤議員（平成25年3月議会） 
　児童数減少への対策は。 
　新住民定住化対策の調査・研究の状況は。 
　子育て支援住宅事業を早急に実行すべきでは。 

町 長 
維持するため転出抑制に努める。 
近隣町村を研究、本町にあった制度の研究
を進め、具体化に向け検討していく。 

!! 
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視察
Report

町
内
立
地
企
業

２
社
視
察

７
月
９
日（
火
）に
企
業
立
地
調
査
特
別
委
員
会
で
町
内
に
立
地
し
て

い
る
２
社
を
視
察
を
し
ま
し
た
。

■
概
要

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

は
、
２
０
１
２
年
７
月
に
関

東
自
動
車
工
業
・
セ
ン
ト
ラ

ル
自
動
車
・
ト
ヨ
タ
自
動
車

東
北
の
３
社
を
統
合
し
て

誕
生
し
た
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
の
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
専

門
の
製
造
会
社
で
あ
る
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織

を
目
指
し
、
小
中
学
生
な
ど

を
対
象
に
し
た
「
発
明
ク
ラ

ブ
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
モ

ノ
づ
く
り
楽
し
さ
を
教
え

る
。

　

ま
た
、
環
境
と
調
和
あ
る

成
長
も
目
指
し
、
環
境
に
配

慮
し
た
経
営
を
最
重
要
課

題
と
し
、
植
樹
を
行
う
な
ど

の
環
境
保
全
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。

トヨタ自動車東日本㈱宮城大和第３工場

【場所】松坂平６丁目地内【生産品目】トヨタアクア用 1500cc エンジン

【面積】324,859㎡【建築面積】8,058㎡【延べ面積】8,674㎡

【構造】鉄骨一部２階【従業員】80人（宮城大和工場全体 522人）

【製造開始】平成 24年 12月 14日

■
概
要

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮

城
株
式
会
社
は
、
世
界
の
半

導
体
産
業
を
支
え
る
半
導

体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
。

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
宮

城
は
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
活
動
を
促
進
し
、
環
境
保

全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
宮
城
県
と
大
和
町
と
の

間
で
、「
環
境
配
慮
基
本
協

定
」
を
締
結
し
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

１
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
、
自
然
換
気
を
行
い
、
空

調
エ
ネ
ル
ギ
ー
抑
制
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

東京エレクトロン宮城㈱

【場所】テクノヒルズ１番【生産品目】半導体製造装置

【面積】290,569㎡【建築面積】53,736㎡【延べ面積】68,172㎡

【構造】RC造、S造、地上３階【従業員】1,120 人

【製造開始】平成 23年 10月 1日

所　　感
　本町が誘致し、立地している企業

の調査研究のため、世界を代表する

２社の製造現場を全議員で、初めて

視察することができた。

　無駄や無理な動きが少ない製造姿

勢や環境への取り組みが優れており

大変意味深いものを感じた。今後、

町と企業と住民が協働したまちづく

りを推進したい。

報告者　企業立地調査特別委員会

委員長　堀籠　英雄
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【視　察　地】　鳥取県 大  山 町　　【視察月日】　平成 25年 5月 21～ 22日
だい せん

【視　察　者】　伊藤勝委員長、藤巻博史副委員長、今野善行委員

　　　　　　　門間浩宇委員、千坂裕春委員、浅野俊彦委員

【視察目的】　よりよい議会だより作成のため、第 27回町村議会広報全国コンクー

　　　　　　　ル「特別優秀賞」（全国 2位）を受賞している議会広報先進地を視察し、

　　　　　　　作成技術を学びました。

●
大
山
町
の
概
要

　

大
山
町
は
鳥
取
県
西
部

に
位
置
し
、
北
は
日
本
海
、

南
は
秀
峰
大
山
と
山
と
海

の
双
方
に
恵
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
町
で
あ
る
。
平
成

　

年
に
３
町
が
合
併
し
、
大

17山
町
と
し
て
誕
生
し
、
現
在

の
人
口
は
１
万
７
６
０
０

人
で
あ
る
。

●
優
れ
て
い
る
点

▼　

日
の
短
期
間
で
発
行
。

35
▼
６
月
や　

月
に
特
集
を

12

企
画
し
、
記
事
に
「
町
民
の

声
」
を
多
く
取
り
入
れ
て
い

る
。

▼
表
紙
に
は
季
節
感
だ
け

で
な
く
多
く
の
人
や
動
き

の
あ
る
も
の
を
使
用
。

▼
広
報
紙
の
み
な
ら
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
広
報
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

【
所
感
】

　

言
葉
づ
か
い
に
留
意
し
、

写
真
・
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
な

が
ら
、
読
み
や
す
く
読
者
が

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ

う
企
画
・
編
集
を
し
て
い
る
。

表
紙
の
写
真
の
使
い
方
、
特

集
記
事
な
ど
は
特
筆
す
べ

き
も
の
が
あ
り
、
本
町
と
し

て
も
参
考
に
し
た
い
。

報
告
者　

門
間
浩
宇
委
員

　

５
月　

日
、
山
梨
県
町
村

１５

議
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る

山
梨
県
町
村
議
会
広
報
研

究
協
議
会
（
広
報
編
集
委
員

長
ら　

人
）
が
、
本
町
の
議

19

会
だ
よ
り
の
作
成
方
法
な

ど
を
視
察
す
る
た
め
来
庁

し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
を
は
じ
め
、
議

会
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

な
ど
を
含
め
た
内
容
で
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

特別褒賞を受賞
　長年にわたり住民に読みやすく親しまれる議会

広報誌面づくりに取り組んだとして、宮城県町村議

会議長会から認められ特別褒賞をいただきました。

今後も正確でわかりやすい広報誌づくりに努めて

いきたいと思います。

た
い
わ
町
議
会
だ
よ
り

　
　
　

視
察
の
た
め
来
庁
!

よ
り
よ
い
議
会
広
報
づ
く
り
の
た
め
に
活
発
な
意
見
交
換

研修 Report　議会広報常任委員会

ほうしょう

◇◆◇人　事◇◆◇

宮城黒川地方町村議会議長会
会長に再任

　大和町議会議長の大須

賀啓氏が宮城黒川地方町

村議会議長会会長（任期：

平成２５年６月～平成２６年

６月）に再任されました。



充
実
し
て
い
る
大
和
町

充
実
し
て
い
る
大
和
町

　

僕
の
大
和
町
の
好
き
な
と

こ
ろ
は
自
然
が
豊
か
な
と
こ

ろ
、
工
業
が
発
展
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
地
域
性
な
ど
が
良

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
和
町
は
、
七
ツ
森
や
吉

田
川
な
ど
自
然
が
す
ご
く
豊

か
で
、
空
気
も
き
れ
い
で
す
。

工
業
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
な
ど
工
業
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
消
防
署
、

警
察
署
、
陸
上
自
衛
隊
大
和

駐
屯
地
な
ど
黒
川
郡
の
大
事

な
公
共
施
設
が
あ
り
、
す
ば

ら
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

私
の
好
き
な
大
和
町

私
の
好
き
な
大
和
町

大
和
中
学
校　

３
年

 
門  
間 　
 
智  
大 
く
ん

も
ん 

ま 

と
も 

ひ
ろ

編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集
後後後後後後後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記記記記記記記

 
一
味
同
心

　

昨
年
の
改
選
か
ら
、
今
回

が
６
冊
目
の
編
集
作
業
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
３
回
の
先
進

地
視
察
研
修
を
経
験
し
、
ど

の
よ
う
に
し
て
町
民
の
皆
様

に
手
に
取
っ
て
頂
け
る
か
、

そ
し
て
次
回
も
読
ん
で
み
よ

う
と
思
っ
て
頂
け
る
か
を
考

え
、
編
集
に
あ
た
る
事
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
編
集
委
員
一
丸

と
な
っ
て
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
に
本
誌
を
読
ん
で
頂
く
事

に
よ
り
、
議
会
、
議
員
活
動
、

そ
し
て
町
政
に
興
味
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

広
報
編
集
委
員　

浅
野　

俊
彦

VOC成分  
ゼロ  

この印刷物にはVOC 
（揮発性有機化合物）成分ゼロの 
環境にやさしい100％植物油型 
インキを使用しました。    

〒 981-3680 宮城県黒川郡大和町吉岡字西桧木1番地の1〒981-3680　宮城県黒川郡大和町吉岡字西桧木1番地の1
TEL 022-345-7506 gikai@town.taiwa.TEL　022-345-7506　　 gikai@town.taiwa.miyagi.jpmiyagi.jp
年４回発行／印刷：年４回発行／印刷：��鈴木印刷所鈴木印刷所

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
大

和
町
は
と
て
も
美
し
い
町
で

す
。
豊
か
な
緑
は
町
に
お
い

し
い
空
気
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、

遠
く
に
は
七
ツ
森
が
そ
び
え

立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に

応
じ
て
自
然
の
情
景
が
変
わ

り
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

工
業
化
が
進
む
一
方
で
、

大
和
町
は
農
作
物
に
も
恵
ま

れ
、
農
家
の
方
々
が
汗
を
流

し
て
一
生
懸
命
育
て
た
ト
マ

ト
な
ど
の
野
菜
や
種
類
様
々

な
キ
ノ
コ
、
イ
ワ
ナ
な
ど
を

給
食
で
お
い
し
く
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
そ
ん
な
自
然
豊

か
で
住
み
や
す
い
大
和
町
が

大
好
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
大

和
町
の
良
い
所
を
広
く
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ

の
町
が
さ
ら
に
活
気
あ
ふ
れ

る
町
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
、
私
も
大
和
町
民

と
し
て
日
頃
か
ら
よ
く
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

宮
床
中
学
校　

２
年

 
佐  
 々 
木 　
 
杏  
奈 
さ
ん

さ 

さ 

き 

あ
ん 

な

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
のののののののののののののののののののの
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
はははははははははははははははははははは

今
回
の
表
紙
は

議会広報常任委員会
編集発行責任者

　議　　長　大須賀　啓
編集委員

　委　員　長　伊藤　　勝

　副委員長　藤巻　博史

　委　　員　今野　善行

　委　　員　門間　浩宇

　委　　員　千坂　裕春

　委　　員　浅野　俊彦

議会を傍聴して
　　 みませんか？
面倒な手続きはありません。
１人でも団体でも傍聴でき
ますので、ぜひお越しくだ
さい。１階の町民ホールで
も視聴できます。

次回定例会は

９月３日（火）から
９月１７日（火）まで
の予定です。

大和町議会事務局

� 022 － 345 － 7506

� gikai@town.taiwa.miyagi.jp

　
　

６
月
９
日
（
土
）
総
合
運
動
公
園
で
大
和
町

消
防
団
夏
季
演
習
が
行
わ
れ
、
女
性
消
防
隊
が

操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
女
性
消
防
隊
は
県
代

表
と
し
て　

月　

日
の
全
国
女
性
消
防
操
法
大

10

17

会
に
出
場
し
ま
す
。


